
 

 

 

令和８年度「建築物の防火避難規定の解説 2025（第２版）」アフターフォロー質問と回答 

№ 頁 項目 質問 回答  

1 P.70 排煙設備

の適用除

外部分 

床で区画された DS 等につい

て排煙設備の適用除外部分

とし、防煙区画を不要とす

ることができるか。 

当該 DS 等が人の入らない程

度の大きさでありかつ DS 等

の戸が常時施錠状態にある

不燃戸の場合については、

排煙上支障がないため、貴

見のとおりである。なお、

特定行政庁によって取り扱

いを別途定めているところ

もあるので各申請先と相談

されたい。 

R8 

2 P.72 排煙設備

の適用除

外部分 

当該ページの排煙設備が不

要な風除室以外の部分との

間に防煙区画は必要か。 

当該ページに掲げる風除室

は、風除室以外の部分の排

煙を妨げるものではなく、

外気に接するものとして相

互間の防煙区画は不要であ

る。 

R8 

3 P.41 廊下の幅 当ページでは、一の廊下は

避難に支障がないようその

幅は凹凸がない同一の幅員

を原則としているが、当該

廊下のうち行き止まり廊下

の部分は避難上支障がない

ため「その他の廊下」の幅

としてよいか。 

下図のような一の廊下にお

いては、避難方向に向けて

滞留が想定されないため、

行き止まり廊下の部分は

「その他の廊下」の幅とす

ることができるものとす

る。 

R8 

    

 

 

      

▲: 住戸の出入口 

       ▲ 

両側に居室がある廊下と扱う   
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その他の廊下と扱うことができる 
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4 P.41 廊下の幅 当ページの扱いは 1の階段

の例となっているが、下図

のような 2の階段に通ずる

一の廊下においても、その

幅は「両側に居室がある廊

下」として扱うべきか。 

原則、「両側に居室がある廊

下」として扱うものとす

る。なお、特定行政庁によ

って幅の取り扱いを別途定

めているところもあるので

各申請先と相談されたい。 

R8 
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5 そ の

他 

防煙壁 №171（R6）の質問の「防火

区画部分に設ける鉛直方向

に閉鎖する煙感知器連動シ

ャッター」を防煙壁とした

場合、P.78 の「２）可動防

煙垂れ壁の取扱い」の③に

記載の手動降下装置が必要

となるか。 

防火区画部分に設ける随時

閉鎖式の防火設備は、煙感

知器連動と併せて手動閉鎖

が可能な構造とする必要が

ある。 

R8 

   [参考]緑本 P.201 №171(R6） 

防火区画部分に設ける防火

設備（鉛直方向に閉鎖する

煙感知器連動シャッター）

が遮煙性能を有する場合、

当該防火設備を防煙壁と扱

ってよいか。 

また、この防火区画部分に

出入口を有する煙感知器連

動防火設備で遮煙性能を有

している場合、その出入口

部分の上部に天井面から 30

ｃｍ以上の垂れ壁を有する

もの（下図）は、同様に扱

ってよいか。 

防煙壁として扱うことがで

きるものとする。 

なお、竪穴区画部分には、

固定垂れ壁を設けることが

望ましい。 

 

   

 

 

      



 

 

 

      

6 そ の

他 
屋 外 へ の

出口 
令和５年国住指第 536号・

国住街第 244号（技術的助

言）では、第５（４）「令第

125条第１項の適用につい

て」において、「避難階以外

の階に存する採光無窓居室

が令和５年国交告第 208号

に定める基準に適合する場

合においても、避難階の階

段から屋外への出口の一に

至る経路の歩行距離上限

は、当該経路部分における

火・煙からの防護に係る対

策が講じられている場合に

限ってその引上げを行うべ

き」とあるが、No.163

（H27）の取扱いに変更はあ

るのか。 

技術的助言は、あくまでも

避難階以外の階に採光無窓

居室がある場合において、

令和５年国交告第 208号

（以下「208号告示」とい

う。）に定める基準を適合さ

せるに当たって、避難階の

取り扱いを示したもので

す。 

208号告示を適用しない場

合は、従前通り No.163

（H27）から変更ありませ

ん。 

 

 

R8 

   [参考]緑本 P.199 №163(H27） 

避難階の上階に採光上の無

窓居室がある場合におい

て、避難階における屋外へ

の出口の一に至る距離（施

行令第 125条第１項）は、

以下の①、②のいずれの考

え方によればよいか。 

① 上階と同様、採光上の

無窓居室がある場合の距

離とする。 

② 上階の居室の種類にか

かわらず、避難階の居室

の種類に応じた距離とす

る。 

②のとおり、避難階におけ

る屋外への出口の一に至る

距離は、避難階の居室の種

類に応じた距離とする。 

 


